
JP 2020-174773 A 2020.10.29

10

(57)【要約】
【課題】　本発明は、シャワーヘッド及び液体管を取外
し不能にすることで、シャワーヘッドの盗難を防止でき
るシャワーヘッド連結ユニットを提供する。
【解決手段】　外筒体１の収納穴１２に収納され、シャ
ワーヘッドＹのシャワー筒部６２が螺着される第１内筒
体２と、外筒体１の収納穴１２に収納され、液体管Ｚが
螺着される第２内筒体３を備える。第１内筒体２は、外
筒体１に対し、シャワーヘッドＹと一体に回動自在にさ
れて、収納穴１２内に収納される。第２内筒体３は、外
筒体１及び第１内筒体２に対し、液体管Ｚと一体に回動
自在にされて、収納穴１２内に収入される。外筒体１は
、一方の外筒端１１Ａ及びシャワーヘッドＹの一方のシ
ャワー端６１Ａの間に僅かな隙間δを隔て、他方の外筒
端１１Ｂ及び液体管Ｚの一方の管端７４Ａの間に僅かな
隙間εを隔てて配置される。
【選択図】　図１８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から縮径されるシャワー筒部、前
記シャワー本体の他方のシャワー端に配置される散水ノズル及び前記シャワー本体に形成
され、前記散水ノズルに連通し前記シャワー筒部の筒端に開口されるシャワー流通穴を有
するシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユニットであって、
　各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、
　各第１内筒端に開口される第１流通穴を有し、一方の前記第１内筒端を前記外筒体の一
方の前記外筒端から僅かに突出して、一方の外筒端側の前記収納穴に収納される第１内筒
体と、
　各第２内筒端に開口される第２流通穴を有し、一方の前記第２内筒端を前記外筒体の他
方の前記外筒端から突出して、他方の外筒端側の前記収納穴に収納される第２内筒体と、
　を備え、
　前記第１内筒体の前記第１流通穴には、
　前記シャワー筒部が、一方の前記第１内筒端から取外自在に螺着され、
　前記第２内筒体の一方の第２内筒端側には、
　前記液体管の一方の管端側が、一方の前記第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺着され
、
　前記第１内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収
納穴に収納され、
　前記シャワー筒部の螺着に伴って、一方の前記第１内筒端を前記シャワー本体の一方の
前記シャワー端に押圧して、前記シャワーヘッドに一体に取付けられ、
　前記第２内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収
納穴に収納され、
　前記第２流通穴を前記第１流通穴に連通し、及び前記第１内筒体に対し回動自在に配置
され、
　前記液体管の螺着に伴って、一方の前記第２内筒端を前記液体管に押圧して、前記液体
管に一体に取付けられ、
　前記外筒体は、
　一方の前記第１内筒端の押圧に伴って、一方の前記外筒端及び一方の前記シャワー端の
間に僅かな隙間を隔てて配置され、
　一方の前記第２内筒端の押圧に伴って、他方の前記外筒端及び前記液体管の一方の管端
の間に僅かな隙間を隔てて配置される
　ことを特徴とするシャワーヘッド連結ユニット。
【請求項２】
　前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第１内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にする第１回動規制体と、
　前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第２内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にする第２回動規制体と、
　を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載のシャワーヘッド連結ユニット。
【請求項３】
　前記第１回動規制体は、
　第１回動止め軸と、
　前記外筒体を貫通し、前記外筒体の外周及び前記収納穴に開口される第１止め外穴と、
　前記第１止め外穴に連通自在な位置において、前記第１内筒体に形成され、前記収納穴
に開口される第１止め内穴と、を有し、
　前記第１回動止め軸は、
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　前記外筒体の外周から、前記第１止め外穴及び前記第１止め内穴に取外自在に挿入され
る
　ことを特徴とする請求項２に記載のシャワーヘッド連結ユニット。
【請求項４】
　前記第２回動規制体は、
　第２回動止め軸と、
　前記外筒体を貫通し、前記外筒体及び前記収納穴に開口される第２止め外穴と、
　前記第２止め外穴と連通自在な位置において、前記第２内筒体に形成され、前記収納穴
に開口される第２止め内穴と、を有し、
　前記第２回動止め軸は、
　前記外筒体の外周から、前記第２止め外穴及び前記第２止め穴に取外自在に挿入される
　ことを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のシャワーヘッド連結ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユニットに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　シャワーヘッドに液体管を連結する技術として、特許文献１は、シャワーヘッドを開示
する。シャワーヘッドは、シャワーネジ部を給水ホースのジョイントに螺着することで、
給水ホースに連結される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１２３８０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は、シャワーヘッドを回転することで、給水ホースから取外すことができ、
例えば、ホテル等の宿泊施設の浴室に設置すると、シャワーヘッドの盗難が問題となる。
【０００５】
　本発明は、シャワーヘッド及び液体管を取外し不能にすることで、シャワーヘッドの盗
難を防止できるシャワーヘッド連結ユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明に係る請求項１は、シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から縮径
されるシャワー筒部、前記シャワー本体の他方のシャワー端に配置される散水ノズル及び
前記シャワー本体に形成され、前記散水ノズルに連通し前記シャワー筒部の筒端に開口さ
れるシャワー流通穴を有するシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユ
ニットであって、各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、各第１内筒端に開口さ
れる第１流通穴を有し、一方の前記第１内筒端を前記外筒体の一方の外筒端から僅かに突
出して、一方の外筒端側の前記収納穴に収納される第１内筒体と、各第２内筒端に開口さ
れる第２流通穴を有し、一方の前記第２内筒端を前記外筒体の他方の外筒端から突出して
、他方の外筒端側の前記収納穴に収納される第２内筒体と、を備え、前記第１内筒体の前
記第１流通穴には、前記シャワー筒部が、一方の前記第１内筒端から取外自在に螺着され
、前記第２内筒体の一方の第２内筒端側には、前記液体管の一方の管端側が、一方の前記
第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺着され、前記第１内筒体は、前記収納穴の穴中心線
の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収納穴に収納され、前記シ
ャワー筒部の螺着に伴って、一方の前記第１内筒端を前記シャワー本体の一方の前記シャ
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ワー端に押圧して、前記シャワーヘッドに一体に取付けられ、前記第２内筒体は、前記収
納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収納穴に収
納され、前記第２流通穴を前記第１流通穴に連通し、及び前記第１内筒体に対し回動自在
に配置され、前記液体管の螺着に伴って、一方の前記第２内筒端を前記液体管に押圧して
、前記液体管に一体に取付けられ、前記外筒体は、一方の前記第１内筒端の押圧に伴って
、一方の前記外筒端及び一方の前記シャワー端の間に僅かな隙間を隔てて配置され、一方
の前記第２内筒端の押圧に伴って、他方の前記外筒端及び前記液体管の一方の管端の間に
僅かな隙間を隔てて配置されることを特徴とするシャワーヘッド連結ユニットである。
　請求項１では、前記シャワーヘッドは、前記シャワー筒部を、一方の第１内筒端から前
記第１流通穴に取外自在に螺着し、及び前記一方のシャワー端を、前記外筒体の一方の外
筒端に僅かな隙間を隔てて前記第１内筒体の一方の第１内筒端に押圧（圧接）して、第１
内筒体に一体に取付けられ、前記液体管は、前記第１内筒体の一方の第２筒端側が一方の
管端から前記液体管内に取外自在に螺着され、一方の管端及び前記外筒体の他方の外筒端
の間に僅かな隙間を隔てて前記第２内筒体の一方の第２内筒端に押圧（圧接）し、前記第
２内筒体に一体に取付けられる構成も採用できる。
【０００７】
　本発明に係る請求項２は、前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は
前記第１内筒体を前記外筒体に回動自在にする第１回動規制体と、前記第２内筒体を前記
外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第２内筒体を前記外筒体に回動自在にする第２
回動規制体と、を備えることを特徴とする請求項１に記載のシャワーヘッド連結ユニット
である。
【０００８】
　本発明に係る請求項３は、前記第１回動規制体は、第１回動止め軸と、前記外筒体を貫
通し、前記外筒体の外周及び前記収納穴に開口される第１止め外穴と、前記第１止め外穴
に連通自在な位置において、前記第1内筒体に形成され、前記収納穴に開口される第１止
め内穴と、を有し、前記第１回動止め軸は、前記外筒体の外周から、前記第１止め外穴及
び前記第１止め内穴に取外自在に挿入されることを特徴とする請求項２に記載のシャワー
ヘッド連結ユニットである。
【０００９】
　本発明に係る請求項４は、前記第２回動規制体は、第２回動止め軸と、前記外筒体を貫
通し、前記外筒体の外周及び前記収納穴に開口される第２止め外穴と、前記第２止め外穴
に連通自在な位置において、前記第２内筒体に形成され、前記収納穴に開口される第２止
め内穴と、を有し、前記第２回動止め軸は、前記外筒体の外周から、前記第２止め外穴及
び前記第２止め内穴に取外自在に挿入されることを特徴とする請求項２又は請求項３に記
載のシャワーヘッド連結ユニットである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る請求項１によれば、第１内筒体は、外筒体及び第２内筒体に対し、シャワ
ーヘッドと一体に回動する。第２内筒体は、外筒体及び第１内筒体に対し、液体管と一体
に回転する。
　外筒体を把持（固定）して、シャワーヘッドを取外す方向に回転すると、シャワーヘッ
ドは、外筒体及び第２内筒体に対し、第１内筒体と一体に回転される。
　これにより、シャワーヘッドは、第１内筒体に対し、取外す方向に回転できず、第１内
筒体から取外すことができない。
　外筒体を把持（固定）して、液体管を取外す方向に回転すると、液体管は、外筒体及び
第１内筒体に対し、第２内筒体と一体に回転される。
　これにより、液体管は、第２内筒体に対し、取外す方向に回転できず、第２内筒体から
取外すことができない。
　請求項１では、シャワーヘッドの一方のシャワー端及び外筒体の一方の外筒端の間に僅
かな隙間を隔て、液体管の一方の筒端及び外筒体の他方の外筒端の間に僅かな隙間を隔て
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て、外筒体を配置する。各僅かな隙間から人の指や工具等を挿入できず、第１内筒体及び
第２内筒体を把持（固定）できない。
　これにより、シャワーヘッドを第１内筒体に対し、取外す方向に回転できず、液体管を
第２内筒体に対し、取外す方向に回転できず、シャワーヘッド及び液体管は、第１及び第
２内筒体から取外せない。
　このように、請求項１では、シャワーヘッドを及び液体管を取外し不能にすることで、
シャワーヘッドの盗難を防止できる。
【００１１】
　本発明の請求項２によれば、第１回動規制体よって第１内筒体を外筒体に対し回動不能
に固定できる。
　これにより、外筒体を把持（固定）して、シャワーヘッドを取外す方向に回転（他方向
に回転）すると、シャワーヘッドは、第１内筒体に対し回転して、第１内筒体から取外せ
る。また、シャワーヘッドを取付ける方向に回転（一方向に回転）することで、第１内筒
体と一体に取付けることができる。
　請求項２では、第２回動規制体によって第２内筒体を外筒体に対し回動不能に固定でき
る。
　これにより、外筒体を把持（固定）して、液体管を取外す方向に回転（他方向に回転）
すると、液体管は、第２内筒体に対し回転して、第２内筒体から取外せる。また、液体管
を取付ける方向に回転（一方向に回転）することで、第２内筒体と一体に取付けることが
できる。
【００１２】
　本発明に係る請求項３によれば、第１回動止め軸を、第１止め外穴及び第１止め内穴に
挿入することで、第１内筒体を外筒体に対し回動不能に固定できる。
　これにより、外筒体を把持（固定）して、シャワーヘッドを取外す方向に回転（他方向
に回転）すると、シャワーヘッドは、第１内筒体に対し回転して、第１内筒体から取外せ
る。また、シャワーヘッドを取付ける方向に回転（一方向に回転）することで、第１内筒
体と一体に取付けることができる。
【００１３】
　本発明に係る請求項４によれば、第２回動止め軸を、第２止め外穴及び第２止め内穴に
挿入することで、第２内筒体を外筒体に対し回動不能に固定できる。
　これにより、外筒体を把持（固定）して、液体管を取外す方向に回転（他方向に回転）
すると、液体管は、第２内筒体に対し回転して、第２内筒体から取外せる。また、液体管
を取付ける方向（一方向に回転）に回転することで、第２内筒体と一体に取付けることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】シャワーヘッド、シャワーヘッド連結ユニット、及び液体管を示す図であって、
第１及び第２回動止め軸を外筒体、第１及び第２内筒体から抜いた状態を示す斜視図であ
る。
【図２】シャワーヘッド、シャワーヘッド連結ユニット、及び液体管を示す図であって、
第１及び第２回動止め軸を外筒体、第１及び第２内筒体に装着した状態を示す斜視図であ
る。
【図３】シャワーヘッド、シャワーヘッド連結ユニット、及び液体管を示す分解斜視図で
ある。
【図４】シャワーヘッドを示す断面図である。
【図５】シャワーヘッド、シャワーヘッド連結ユニット及び液体管を示す断面拡大図であ
る。
【図６】（ａ）は、外筒体を示す上方斜視図、（ｂ）は、外筒体を示す下方斜視図、（ｃ
）は、外筒体を示す上面図である。
【図７】（ａ）は、外筒体を示す拡大下面図、（ｂ）は、図６（ｃ）のＡ－Ａ拡大断面図
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である。
【図８】（ａ）は、第１内筒体を示す上方斜視図、（ｂ）は、第１内筒体を示す下方斜視
図である。
【図９】（ａ）は、第１内筒体を示す拡大上面図、（ｂ）は、図９（ａ）のＢーＢ拡大断
面図である。
【図１０】（ａ）は、第２内筒体を示す上方斜視図、（ｂ）は、第２内筒体を示す下方斜
視図である。
【図１１】（ａ）は、第２内筒体を示す拡大上面図、（ｂ）は、図１１（ａ）のＣ－Ｃ拡
大断面図である。
【図１２】（ａ）は、抜止め体を示す上方斜視図、（ｂ）は、抜止め体を示す上面図、（
ｃ）は、図１２（ｂ）のＤ－Ｄ断面図である。
【図１３】第１内筒体を外筒体（収納穴）に収納した拡大断面図である。
【図１４】第１内筒体及び第２内筒体を外筒体（収納穴）に収納した拡大断面図である。
【図１５】第１内筒体、第２内筒体及び抜止め体を外筒体（収納穴）の収納した拡大断面
図である。
【図１６】シャワーヘッドをシャワーヘッド連結ユニットに取付けた断面拡大図である。
【図１７】シャワーヘッド、及び液体管をシャワーヘッド連結ユニットに取付けて、シャ
ワーヘッドに液体管を連結した断面拡大図である（第１及び第２回動止め軸を外筒体、第
1及び第２内筒体に装着した状態）。
【図１８】シャワーヘッド、及び液体管をシャワーヘッド連結ユニットに取付けて、シャ
ワーヘッドに液体管を連結した断面拡大図である（第１及び第２回動止め軸を外筒体、第
１及び第２内筒体から抜いた状態）。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係るシャワーヘッド連結ユニットについて、図１乃至図１８を参照して説明す
る。
【００１６】
　図１乃至図１８において、シャワーヘッド連結ユニットＸ（シャワーヘッド連結具）は
、シャワーヘッドＹに、液体管Ｚを連結する。
【００１７】
　シャワーヘッドＹは、図１乃至図４に示すように、シャワー本体６１、シャワー筒部６
２、散水ノズル６３、シャワー流通穴６４、及びシールリング６６を有する。
【００１８】
　シャワー筒部６２は、図３及び図４に示すように、例えば、円筒状に形成される。シャ
ワー筒部６２は、シャワー本体６１の一方のシャワー端６１Ａに連続し、シャワー本体６
１と一体に形成される。
　シャワー筒部６２は、シャワー本体６１の一方のシャワー端６１Ａ（シャワー端面）か
ら縮径して形成される。シャワー筒部６２は、一方のシャワー端６１Ａから突出して形成
される。
　シャワー筒部６２は、シャワーネジ部６５（シャワー側の雄ネジ部）を有する。シャワ
ーネジ部６５は、シャワー筒部６２の外周（外周面）に形成される。シャワーネジ部６５
は、シャワー筒部６２の筒端６２Ａからシャワー本体６１の一方のシャワー端６１Ａ側に
延在して配置される。
【００１９】
　散水ノズル６３は、図１乃至図４に示すように、シャワー本体６１の他方のシャワー端
６１Ｂに配置される。散水ノズル６３は、他方のシャワー端６１Ｂにおいて、シャワー本
体６１に取付けられる。
【００２０】
　シャワー流通穴６４は、図４に示すように、シャワー本体６１に形成される。シャワー
流通穴６４は、シャワー本体６１内を貫通して、シャワー筒部６２の筒端６２Ａ及び他方
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のシャワー端６１Ｂに開口される。
　これにより、シャワー流通穴６４は、図４に示すように、散水ノズル６３に連通し、及
びシャワー筒部６２の筒端６２Ａに開口される。
【００２１】
　シールリング６６は、合成ゴム等の弾性材で形成される。シールリング６６は、図４に
示すように、筒端６２Ａからシャワー筒部６２に外嵌され、シャワー本体６１の一方のシ
ャワー端６１Ａ側に配置される。シールリング６６は、シャワー本体６１の一方のシャワ
ー端６１Ａに当接自在として、シャワー筒部６２に外嵌される。
【００２２】
　液体管Ｚ（液体管ユニット／液体管体）は、図１乃至図３及び図５に示すように、例え
ば、シャワーホース７１、及びホース接続具Ｈを有する。
【００２３】
　シャワーホース７１は、例えば、可撓ホースで形成される。
【００２４】
　ホース接続具Ｈは、図１乃至図３及び図５に示すように、例えば、ニップル７２、押え
筒７３（カシメパイプ）、接続筒体７４（接続筒材／接続筒部材）、及びシールパッキン
７５を有する。
【００２５】
　ニップル７２は、図５に示すように、ニップル円筒部７６、及び円環板部７７を有する
。円環板部７７は、ニップル円筒部７６に一体に形成される。円環板部７７は、ニップル
円筒部７６の一方のニップル筒端７６Ａ側に配置され、ニップル円筒部７６の径外方に突
出される。
　ニップル７２は、図５に示すように、ニップル円筒部７６をシャワーホース７１の一方
のホース端７１Ａからシャワーホース７１内に圧入して配置される。ニップル円筒部７６
は、他方のニップル筒端７６Ｂ端からシャワーホース７１内に圧入される。
　ニップル７２は、円環板部７７をシャワーホース７１の一方のホース端７１Ａに当接し
て、シャワーホース７１内に圧入される。円環板部７７は、ニップル円筒部７６の径方向
において、シャワーホース７１の外周（外周面）から突出して配置される。
【００２６】
　押え筒７３は、例えば、銅、アルミニウム等の軟質金属で円筒状に形成される。押え筒
７３は、図５に示すように、シャワーホース７１及びニップル円筒部７６（ニップル７２
）に外嵌して配置される。押え筒７３は、ニップル７２の円環板部７７、及びニップル円
筒部７６の他方のニップル筒端７６Ｂの間に配置されて、シャワーホース７１に外嵌され
る。押え筒７３は、一方の押え筒端７３Ａをニップル７２の円環板部７７に当接して配置
される。押え筒７３は、筒中心線に向けて押圧変形されて、シャワーホース７１及びニッ
プル７２（ニップル円筒部７６）を固定する。
　これにより、シャワーホース７１は、押し筒７３の変形により、ニップル７２（ニップ
ル円筒部７６）に締付けられ、ニップル７２（ニップル円筒部７６）から外れない。
　ニップル７２において、円環板部７７は、図５に示すように、ニップル円筒部７６の径
方向において、押え筒７３の外周（外周面）から突出して配置される。
【００２７】
　接続筒体７４は、図５に示すように、接続穴８１を有する。接続穴８１は、接続筒体７
４を貫通して、各接続筒端７４Ａ，７４Ｂに開口される。接続穴８１は、大径穴８２及び
小径穴８３の連続する段付穴に形成される。大径穴８２（接続大径穴）は、接続筒体７４
の一方の接続筒端７４Ａに開口する。小径穴８３（接続小径穴）は、大径穴８２から段差
部７４Ｃ（接続段差部）を有して縮径して、接続筒体７４の他方の接続筒端７４Ｂに開口
される。
　大径穴８２は、図５に示すように、ネジ部８４（雌ネジ部）を有し、ネジ部８４は、接
続筒体７４の一方の接続筒端７４Ａ側に配置される。ネジ部８４（接続ネジ部）は、大径
穴８２の内周（内周面）に形成される。
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　接続筒体７４の外周（外周面）は、一方の接続筒端７４Ａ側において、例えば、六角形
に形成される。
【００２８】
　接続筒体７４は、図３及び図５に示すように、シャワーホース７１、ニップル７２及び
押え筒７３に外嵌して配置される。
　接続筒体７４は、図５に示すように、小径穴８３（接続穴８１）内に、シャワーホース
７１の一方のホース端７１Ａ側、ニップル円筒部７６の他方のニップル筒端７６Ｂ側、及
び押え筒７３を挿入して配置される。接続筒体７４は、小径穴８３（接続穴８１）及び押
え筒７３の間に隙間を隔てて配置される。
　接続筒体７４は、大径穴８２（接続穴８１）内に、円環板部７７（ニップル７２）を挿
入して配置される。接続筒体７４は、大径穴８２（接続穴８１）及び円環板部７７の間に
隙間を隔てて配置される。接続筒体７４は、図５に示すように、段差部７４Ｃを円環板部
７７に当接自在として配置される。
　これにより、接続筒体７４は、シャワーホース７１の中心線の方向（ニップル円筒部７
６の筒中心線の方向）において、シャワーホース７１、及びニップル７２（押え筒７３）
に対して移動自在に配置され、シャワーホース７１に沿って移動できる。
　接続筒体７４の一方の接続筒端７４Ａは、図５に示すように、段差部７４Ｃを円環板部
７７（ニップル７２）に当接した状態において、ニップル円筒部７６（ニップル７２）の
一方のニップル筒端７６Ａから突出して配置され、ニップル円筒部７６（一方のニップル
筒端７６Ａ）をネジ部８４より段差部７４Ｃ側に配置する。
　なお、接続筒体７４の一方の接続筒端７４Ａは、液体管Ｚの一方の管端である。
【００２９】
　シールパッキン７５は、合成ゴム等の弾性材で円環板（円形リング板）に形成される。
シールパッキン７５は、図５に示すように、接続穴８１の大径穴８２内に挿入される。シ
ールパッキン７５は、ニップル円筒部７６の一方のニップル筒端７６Ａ側に外嵌され、円
環板部７７に当接して配置される。
【００３０】
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、図１乃至図３、図５乃至図１５に示すように、外筒
体１、第１内筒体２、第２内筒体３、第１回動規制体Ｊ（第２回動規制手段）、第２回動
規制体Ｋ（第２回動規制手段）、及び抜止め体１５を備える。
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、外筒体１、第１内筒体２、第２内筒体３及び
抜止め体１５は、例えば、合成樹脂で形成される。
【００３１】
　外筒体１は、図１乃至図３、図５乃至図７及び図１３乃至図１５に示すように、外筒本
体１１、及び収納穴１２を有する。
【００３２】
　収納穴１２は、図６及び図７に示すように、外筒本体１１（外筒体１）の筒中心線Ｂの
方向において、外筒本体１１を貫通して、外筒本体１１の各外筒端１１Ａ，１１Ｂに開口
される。なお、外筒本体１１の各外筒端１１Ａ，１１Ｂは、外筒体１の各外筒端である。
　収納穴１２は、図６及び図７に示すように、小径穴１２Ａ（外筒小径穴）、及び大径穴
１２Ｂの連続する段付穴に形成される。
　収納穴１２において、小径穴１２Ａは、外筒本体１１（外筒体１）の一方の外筒端１１
Ａに開口される。大径穴１２Ｂは、小径穴１２Ａから段差部１２Ｃ（外筒段差部）を有し
て拡径して、外筒本体１１（外筒体１）の他方の外筒端１１Ｂに開口される。
　収納穴１２（外筒体１）は、複数の円孤突起１６，１６，…、及び外筒ネジ部１７を有
する。各円孤突起１６，１６，…は、図６及び図７示すように、小径穴１２Ａに形成され
る。各円孤突起１６，１６，…は、小径穴１２Ａにおいて、段差部１２Ｃ側に配置される
。
　各円孤突起１６，１６，…は、外筒体１（収納穴１２）の周方向にわたって配置される
。各円孤突起１６，１６，…は、外筒本体１１（収納穴１２）の周方向に間隔を隔てて配
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置され、小径穴１２Ａ（収納穴１２）の内周（内周面）から収納穴１２の穴中心線Ａに向
けて突出される。各円孤突起１６，１６，…は、収納穴１２（小径穴１２Ａ）の穴中心線
Ａを中心とする半径Ｒの円ＣＬ（円上）まで突出される。
　各円孤突起１６，１６，…は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、段差部１２Ｃ
から外筒体１の一方の外筒端１１Ａ側に延在して配置される。
【００３３】
　外筒ネジ部１７（雌ネジ部）は、図６及び図７に示すように、外筒本体１１（外筒体１
）の他方の外筒端１１Ｂ側に配置されて、大径穴１２Ｂの内周（内周面）に形成される。
外筒ネジ部１７は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、段差部１２Ｃに間隔を隔て
て配置される。
【００３４】
　第１内筒体２は、図８及び図９に示すように、第１内筒本体２１、第１流通穴２２、及
びシールリング２４を有する。
【００３５】
　第１内筒本体２１は、図８及び図９に示すように、中径筒部２５、大径筒部２６及び小
径筒部２７の連続する円筒体に形成される。
　中径筒部２５（第１中径筒部）は、図８及び図９に示すように、大径筒部２６と同心に
配置される。中径筒部２５は、大径筒部２６（第１大径筒部）の一方の筒端に連続して一
体に形成される。中径筒部２５は、大径筒部２６から段差部２８（第１段差部）を有して
縮径して、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の筒中心線Ｄの方向に突出（延在）される
。
　小径筒部２７（第１小径筒部）は、図８及び図９に示すように、大径筒部２６（中径筒
部２５）と同心に配置される。小径筒部２７は、大径筒部２６の他方の筒端に連続して一
体に形成される。小径筒部２７は、大径筒部２６から段差部２９（第２段差部）を有して
縮径して、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の筒中心線Ｄの方向に突出（延在）される
。小径筒部２７は、シール溝３０を有する。シール溝３０は、第１内筒本体２１（第１内
筒体２）の周方向にわたって、小径筒部２７に形成される。シール溝３０（第１内筒シー
ル溝）は、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の径方向に溝深さを有して、小径筒部２７
（第１内筒本体）の外周（外周面）に開口される。
【００３６】
　第１流通穴２２は、図８及び図９に示すように、第１内筒本体２１（第１内筒体２）と
同心に配置されて、第１内筒本体２１に形成される。第１流通穴２２は、第１内筒本体２
１（第１内筒体２）の筒中心線Ｄの方向において、第１内筒本体２１を貫通して、第１内
筒本体２１の各第１内筒端２１Ａ，２１Ｂ（各内筒端）に開口される。なお、第１内筒本
体２１の各第１内筒端２１Ａ，２１Ｂは、第１内筒体２の各第１内筒端である。
　第１流通穴２２は、大径穴３１（第１内筒大径穴）、小径穴３２（第１内筒小径穴）の
連続する段付穴に形成される。大径穴３１は、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の一方
の第１内筒端２１Ａに開口される。小径穴３２は、大径穴３１から段差部３３（第１穴段
差部）を有して縮径して、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の他方の第１内筒端２１Ｂ
に開口される。
　大径穴３１は、ネジ部３４（第１内筒ネジ部）を有する。ネジ部３４は、段差部３３側
に配置される。ネジ部３４は、第１内筒本体２１の筒中心線Ｄの方向において、段差部３
３から一方の第１内筒端２１Ａ側に延在される。ネジ部３４（雌ネジ部）は、大径穴３１
の内周（内周面）に形成される。
【００３７】
　シールリング２４（第１内筒シールリング）は、合成ゴム等の弾性材で環状に形成され
る。シールリング２４は、図９（ｂ）に示すように、小径筒部２７（第１内筒本体２１）
に外嵌されて、シール溝３０内に嵌込まれる。
【００３８】
　第２内筒体３は、図１０及び図１１に示すように、第２内筒本体３７、第２流通穴３８
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、及びシールリング４０を有する。
【００３９】
　第２内筒本体３７は、図１０及び図１１に示すように、大径筒部４１、中径筒部４２及
び小径筒部４３の連続する円筒体に形成される。
　大径筒部４１（第２大径筒部）は、図１０及び図１１に示すように、中径筒部４２（第
２中径筒部）の一方の筒端に連続して一体に形成される。大径筒部４１は、中径筒部４２
から段差部４４（第３段差部）を有して拡径して、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の
筒中心線Ｅの方向に突出（延在）される。
　小径筒部４３（第２小径筒部）は、図１０及び図１１に示すように、中径筒部４２の他
方の筒端に連続して一体に形成される。小径筒部４３は、中径筒部４２の他方の筒端から
段差部４５（第４段差部）を有して、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の筒中心線Ｅの
方向に突出（延在）される。
　小径筒部４３は、シール溝４６、及びネジ部４７（第２内筒ネジ部）を有する。シール
溝４６（第２内筒シール溝）は、段差部４５側に位置して、小径筒部４３に形成される。
シール溝４６は、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の周方向にわって、小径筒部４３に
形成される。シール溝４６は、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の径方向に溝深さを有
して、小径筒部４３（第２内筒本体３７）の外周（外周面）に開口される。
　ネジ部４７（雄ネジ部）は、シール溝４６及び第２内筒本体３７の一方の第２内筒端３
７Ａの間に配置される。ネジ部４７は、小径筒部４３（第２内筒本体３７）の外周（外周
面）に形成される。
【００４０】
　第２流通穴３８は、図１０及び図１１に示すように、第２内筒本体３７（第２内筒体３
）と同心に配置されて、第２内筒本体３７に形成される。第２流通穴３８は、第２内筒本
体３７（第１内筒体２）の筒中心線Ｅの方向において、第２内筒本体３７貫通して、第２
内筒本体３７の各第２内筒端３７Ａ，３７Ｂ（各内筒端）に開口される。なお、第２内筒
本体３７の各第２内筒端３７Ａ，３７Ｂは、第２内筒体３の各第２内筒端である。
　第２流通穴３８は、大径穴４８（第２内筒大径穴）、及び小径穴４９（第２内筒小径穴
）の連続する段付穴に形成される。大径穴４８は、第２内筒本体３７の他方の第２内筒端
３７Ｂに開口される。小径穴４９は、大径穴４８から段差部５０（第５段差部）を有して
縮径して、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の一方の第２内筒端３７Ａに開口される。
【００４１】
　シールリング４０（第２内筒シールリング）は、合成ゴム等の弾性材で環状に形成され
る。シールリング４０は、図１１（ｂ）に示すように、小径筒部４３（第２内筒本体３７
）に外嵌されて、シール溝４６内に嵌込まれる。
【００４２】
　第１回動規制体Ｊは、第１内筒体２（第１内筒本体２１）を外筒体１（外筒本体１１）
に対し回動不能に固定し、又は第１内筒体２を外筒体１に対し回動自在にする。
　第１回動規制体Ｊは、図１乃至図３、図５乃至図９に示すように、第１回動止め軸４、
第１止め外穴１３、及び第１止め内穴２３を有する。
【００４３】
　第１回動止め軸４は、図１、図２、図３及び図５に示すように、外筒体１（外筒本体１
１）の外周（外周面）から、第１止め外穴１３（外筒体１）、及び第１止め内穴２３（第
１内筒体２）に取外自在に挿入される。
　第１回動止め軸４は、頭部軸４Ａ（第１頭部軸）、及び止め軸４Ｂ（第１止め軸）を有
する。止め軸４Ｂは、頭部軸４Ａの一方の軸端に連続して一体に形成される。止め軸４Ｂ
は、頭部軸４Ａから縮径して、第１回動止め軸４の軸中心線の方向に突出（延在）される
。
　第１回動止め時う４は、例えば、合成樹脂で形成される。
【００４４】
　第１止め外穴１３は、図５乃至図７に示すように、外筒本体１１（外筒体１）に形成さ
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れる。第１止め外穴１３は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向（外筒体１の筒中心線の方向
）において、段差部１２Ｃ（外筒段差部）及び外筒ネジ部１７（他方の外筒端１１Ｂ）の
間に配置される。第１止め外穴１３は、収納穴１２の穴中心線Ａ（外筒体１の筒中心線）
と直交する方向（第１内筒体２の径方向）において、外筒本体１１（外筒体１）を貫通し
て配置される。第１止め外穴１３は、外筒本体１１を貫通して、外筒本体１１（外筒体１
）の外周（外周面）及び大径穴１２Ｂ（収納穴１２）に開口される。
【００４５】
　第１止め内穴２３は、図５、図８及び図９に示すように、第１内筒本体２１（第１内筒
体２）に形成される。第１止め内穴２３は、外筒本体１１（外筒体１）の第１止め外穴１
３に連通自在（連通可能）な位置において、第１内筒体２に形成される。第１止め内穴２
３は、第１内筒本体２１の大径筒部２６に形成される。
　第１止め内穴２３は、第１内筒本体２１（第１内筒体２）の筒中心線Ｄと直交する方向
（第２内筒体３の径方向）において、大径筒部２６（第１内筒本体２１）内に延在して形
成される。第１止め内穴２３は、大径筒部２６（第１内筒本体２１）の外周（外周面）に
開口される。
【００４６】
　第２回動規制体Ｋは、第２内筒体３（第２内筒本体３７）を外筒体１（外筒本体１１）
に対し回動不能に固定し、又は第２内筒体３を外筒体１に対し回動自在にする。
　第２回動規制体Ｋは、図１乃至図３、図５乃至図７、図１０及び図１１に示すように、
第２回動止め軸５、第２止め外穴１４及び第２止め内穴３９を有する。
【００４７】
　第２回動止め軸５は、図１、図２、図３及び図５に示すように、外筒体１（外筒本体１
１）の外周（外周面）から、第２止め外穴１４（外筒体１）、及び第２止め内穴３９（第
２内筒体３）に取外自在に挿入される。
　第２回動止め軸５は、頭部軸５Ａ（第２頭部軸）、及び止め軸５Ｂ（第２止め軸）を有
する、止め軸５Ｂは、頭部軸５Ａの一方の軸端に連続して一体に形成される。止め軸５Ｂ
は、頭部軸５Ａから縮径して、第２回動止め軸５の軸中心線の方向に突出（延在）される
。
　第２回動止め軸５は、例えば、合成樹脂で形成される。
【００４８】
　第２止め外穴１４は、図５乃至図７に示すように、外筒本体１１（外筒体１）に形成さ
れる。第２止め外穴１４は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、第１止め外穴１３
に間隔を隔てて並列して配置される。第２止め外穴１４は、第１止め外穴１３及び外筒ネ
ジ部１７（外筒体１の他方の外筒端１１Ｂ）の間に配置される。
　第２止め外穴１４は、収納穴１２の穴中心線Ａと直交する方向（第１内筒体２の径方向
）において、外筒本体１１を貫通して配置される。第２止め外穴１４は、外筒体１を貫通
して、外筒本体１１（外筒体１）の外周（外周面）及び大径穴１２Ｂ（収納穴１２）に開
口される。
【００４９】
　第２止め内穴３９は、図５、図１０及び図１１に示すように、第２内筒本体３７（第２
内筒体３）に形成される。第２止め内穴３９は、外筒本体１１（外筒体１）の第２止め外
穴１４に連通自在（連通可能）な位置において、第２内筒本体３７に形成される。第２止
め内穴３９は、図１０及び図１１に示すように、第２内筒本体３７の大径筒部４１に形成
される。
　第２止め内穴３９は、第２内筒本体３７（第２内筒体３）の筒中心線Ｅと直交する方向
（第２内筒体３の径方向）において、大径筒部４１内に延在して形成される。第２止め内
穴３９は、大径筒部４１（第２内筒本体３７）の外周（外周面）に開口される。
【００５０】
　抜止め体１５は、図１２に示すように、抜止めリング本体５１、抜止め穴５２及び複数
の回動溝穴５７を有する。
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【００５１】
　抜止めリング本体５１は、図１２に示すように、大径筒部５３（抜止め大径筒部）、及
び小径筒部５４（抜止め小径筒部）の連続する円筒体に形成される。
　小径筒部５４は、大径筒部５３の一方の筒端に連続して一体に形成される。小径筒部５
４は、大径筒部５３から段差部５５（抜止め段差部）を有して縮径して、抜止めリング本
体５１（抜止め体１５）の筒中心線Ｇに突出（延在）される。
　小径筒部５４は、ネジ部５６（抜止めネジ部）を有する。ネジ部５６（雄ネジ部）は、
小径筒部５４の外周（外周面）に形成される。
【００５２】
　抜止め穴５２は、図１２に示すように、抜止めリング本体５１と同心に配置される。抜
止め穴５２は、抜止めリング本体５１に形成される。抜止め穴５２は、抜止めリング本体
５１（抜止め体１５）の筒中心線Ｇの方向において、抜止めリング本体５１を貫通して、
抜止めリング本体５１の各止め筒端５１Ａ，５１Ｂに開口される。
【００５３】
　各回動溝穴５７は、図１２に示すように、抜止めリング本体５１の他方の抜止め筒端５
１Ｂ側（大径筒部５３側）に配置される。各回動溝穴５７は、抜止めリング本体５１の周
方向に間隔（等間隔）を隔てて配置される。各回動溝穴５７は、抜止めリング本体５１に
形成され、抜止めリング本体５１の他方の止め筒端５１Ｂに開口される。各回動溝穴５７
は、抜止めリング本体５１（抜止め体１５）の径方向に溝深さを有して、抜止めリング本
体５１の他方の止め筒端５１Ｂから一方の止め筒端５１Ａ側に延在される。各回動溝穴５
７は、抜止め穴５２に開口される。
【００５４】
　第１内筒体２（第１内筒本体２１）、第２内筒体３（第２内筒本体３７）、及び抜止め
体１５（抜止めリング本体５１）は、図５、図１３乃至図１５に示すように、外筒体１（
外筒本体１１）の収納穴１２に収納されて、シャワーヘッド連結ユニットＸに組立てられ
る。
【００５５】
　シャワーヘッド連結具Ｘにおいて、第１内筒体２は、図１３に示すように、外筒体１内
（外筒本体１１内）に挿入されて、一方の外筒端１１Ａ側の収納穴１２に収納される。
　第１内筒体２（第１内筒本体２１）は、収納穴１２（外筒本体１１）と同心に配置され
る。
【００５６】
　第１内筒体２において、第１内筒本体２１は、図１３に示すように、一方の第１内筒端
２１Ａから外筒本体１１の他方の外筒端１１Ｂを通して収納穴１２内に挿入して配置され
る。
　第１内筒本体２１は、段差部２８を収納穴１２の段差部１２Ｃに当接して、収納穴１２
内に収納される。
　これにより、第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、各段差部２８，１２Ｃの当接によ
って、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、外筒本体１１（外筒体１）の一方の外筒
端１１Ａ側へ抜止めされる。
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、各段差部２８，１２Ｃの当接によって、第１回
動規制体Ｊの第１止め内穴２３を外筒体１の第１止め外穴１３と同一位置に配置して、収
納穴１２に収納される。このとき、第１回動規制体Ｊの第１止め外穴１３及び第１止め内
穴２３は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、外筒本体１１（外筒体１）の他方の
外筒端１１Ｂから同一位置に配置される。
　第１止め内穴２３は、収納穴１２（大径穴１２Ｂ）に開口される。
【００５７】
　第１内筒本体２１は、中径筒部２５を収納穴１２の段差部１２Ｃから小径穴１２Ａに突
出し、大径筒部２６及び小径筒部２７を収納穴１２の段差部１２Ｃから大径穴１２Ｂに突
出して、外筒本体１１内（外筒体１内）に配置される。
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　第１内筒本体２１において、中径筒部２５は、図１３に示すように、小径穴１２Ａの各
円孤突起１６内に隙間を隔てて各円孤突起１６内に挿入されて、外筒本体１１（外筒体１
）に対し回動自在に収納穴１２（小径穴１２Ａ）に収納される。
　第１内筒本体２１において、大径筒部２６は、図１３に示すように、大径穴１２Ｂ（収
納穴１２）に隙間を隔てて大径穴１２Ｂに挿入されて、外筒本体１１（外筒体１）に対し
回動自在（回動可能）に収納穴１２（大径穴１２Ｂ）内に配置される。
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）において、小径筒部２７は、図１３に示すように、
小径筒部２７の外周（外周面）及び大径穴１２Ｂ（収納穴１２）の内周（内周面）との間
に間隔を隔てて、大径穴１２Ｂ内（収納穴１２内）に配置される。
　これにより、第１内筒体２（第１内筒本体２１）は、外筒体１（外筒本体１１）に対し
回動自在に収納穴１２に収納される。
【００５８】
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、一方の第１内筒端２１Ａを外筒本体１１（外筒
体１）の一方の外筒端１１Ａから僅かに突出して、収納穴１２内に収納される。
　第１内筒本体２１の僅かに突出する量δ（以下、「突出量δ」という）は、例えば、δ
１＝０．５ｍｍ以下とする（δ＝０ｍｍを超えて０．５ｍｍ以下）。
【００５９】
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、第２内筒体３は、図１４に示すように、第１
内筒体２（第１内筒本体２１）を収納した外筒体１（外筒本体１１）に挿入されて、他方
の外筒端１１Ｂ側の収納穴１２内に収納される。
　第２内筒体３（第２内筒本体３７）は、収納穴１２（外筒本体１１）及び第１内筒体２
（第１内筒本体２１）と同心に配置される。
【００６０】
　第２内筒体３において、第２内筒本体３７は、図１４に示すように、他方の第２内筒端
３７Ｂから外筒本体１１の他方の外筒端１１Ｂを通して収納穴１２内に挿入して配置され
る。
　第２内筒本体３７は、収納穴１２内において、大径筒部４１及び中径筒部４２を第１内
筒本体２１の小径筒部２７に外嵌して、収納穴１２の大径穴１２Ｂに挿入される。
　第２内筒本体３７は、収納穴１２内において、他方の第２内筒端３７Ｂを第１内筒本体
２１の段差部２９に当接して、収納穴１２（大径穴１２Ｂ）に収納される。
　これにより、第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、第２内筒端３７Ｂ及び段差部２９
の当接によって、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、外筒本体１１（外筒体１）の
一方の外筒端１１Ａ側へ抜止めされる。
　第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、第２内筒端３７Ｂ及び段差部２９の当接によっ
て、第２回動規制体Ｋの第２止め内穴３９を外筒体１の第２止め外穴１４と同一位置に配
置して、収納穴１２に収納される。このとき、第２回動規制体Ｋの第２止め外穴１４及び
第２止め内穴３９は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、外筒本体１１（外筒体１
）の他方の外筒端１１Ｂから同一位置に配置される。
　第２止め内穴３９は、収納穴１２（大径穴１２Ｂ）に開口される。
【００６１】
　第２内筒本体３７において、大径筒部４１は、図１４に示すように、収納穴１２の大径
穴１２Ｂに隙間を隔てて大径穴１２Ｂに挿入されて、外筒体１（外筒本体１１）及び第１
内筒体２（第１内筒本体２１）に対し回動自在に収納穴１２（大径穴１２Ｂ）に収納され
る。
　第２内筒本体３７において、中径筒部４２は、図１４に示すように、中径筒部４２の外
周（外周面）及び大径穴１２Ｂ（収納穴１２）の内周（内周面）との間に間隔を隔てて、
大径穴１２Ｂ内（収納穴１２内）に配置される。
　第２内筒本体３７において、小径筒部４３は、図１４に示すように、収納穴１２の穴中
心線Ａの方向において、外筒本体１１（外筒体１）の他方の外筒端１１Ｂから突出して、
外筒本体１１（収納穴１２）の外側に配置される。
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　これにより、第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、一方の第２内筒端３７Ａを外筒本
体１１（外筒体１）の他方の外筒端１１Ｂから突出して、他方の外筒端１１Ｂ側の収納穴
１２に収納される。
【００６２】
　第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、図１４に示すように、第２流通穴３８の大径穴
４８に、第１内筒本体２１の小径筒部２７を挿入して配置される。
　第１内筒本体２１において、小径筒部２７は、シールリング２４を第２流通穴３８の大
径穴４８の内周（内周面）に液密に圧接して、第２内筒本体３７の大径穴４８内（第２流
通穴３８内）に挿入される。
　これにより、第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、第２流通穴３８の大径穴４８の内
周（内周面）を第１内筒本体２１のシールリング２４に摺接して、第１内筒本体２１（第
１内筒体２）に対し回動自在に収納穴１２（大径穴４８）に収納される。
　第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、第２流通穴３８の大径穴４８に第１内筒本体２
１の小径筒部２７を挿入することによって、第２流通穴３８（小径穴４９）を第１流通穴
２２に連通する。
【００６３】
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、抜止め体１５は、図１５に示すように、第１
及び第２内筒体２，３を収納した外筒体１（外筒本体１１）に挿入されて、他方の外筒端
１１Ｂ側の収納穴１２内に収納される。
　抜止め体１５（抜止めリング本体５１）は、収納穴１２（外筒本体１１）と同心に配置
される。
【００６４】
　抜止め体１５において、抜止めリング本体５１は、図１５に示すように、一方の止め筒
端５１Ａから第２内筒本体３７の小径筒部４３及び中径筒部４２に外嵌されて、収納穴１
２の大径穴１２Ｂに挿入される。抜止めリング本体５１は、抜止め穴５２の内周（内周面
）及び第２内筒本体３７の中径筒部４２の外周（外周面）との間に隙間を隔てて、小径筒
部４３及び中径筒部４２に外嵌される。
　第２内筒本体３７（第２内筒体３）において、小径筒部４３は、抜止めリング本体５１
の抜止め穴５２を挿通（貫通）して、外筒本体１１（収納穴１２）の外側に突出される。
【００６５】
　抜止めリング本体５１は、一方の止め筒端５１Ａから外筒本体１１の他方の外筒端１１
Ｂを通して、小径筒部５４及び大径筒部５３を収納穴１２（大径穴１２Ｂ）に収納する。
抜止めリング本体５１は、ネジ部５６（雄ネジ部）を収納穴１２（大径穴１２Ｂ）の外筒
ネジ部１７（雌ネジ部）に螺入して、収納穴１２の外筒ネジ部１７に螺着される。
　抜止め体１５は、回動溝穴５７に工具を挿入して、抜止めリング本体５１を回転するこ
とで、ネジ部５６（雄ネジ部）を大径穴１２Ｂの外筒ネジ部１７（雌ネジ部）に螺着する
。
【００６６】
　抜止め体１５において、抜止めリング本体５１は、図１５に示すように、収納穴１２の
外筒ネジ部１７の螺入によって、一方の止め筒端５１Ａを第２内筒本体３７（第２内筒体
３）の段差部４４に当接し、及び段差部５５を外筒本体１１（外筒体１）に当接して、収
納穴１２（大径穴１２Ｂ）に収納される。
　抜止めリング本体５１は、収納穴１２の穴中心線Ａの方向において、例えば、外筒本体
１１の段差部１２Ｃ及び第１内筒本体２１の段差部２８の間に僅かな隙間を隔てる位置ま
で外筒ネジ部１７に螺入される。
　これにより、抜止めリング本体５１（抜止め体１５）は、収納穴１２の穴中心線Ｂの方
向において、第１内筒本体２１（第１内筒体２）及び第２内筒本体３７（第２内筒体３）
を抜止めする。
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）、及び第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、外筒
本体１１（外筒体１）の段差部１２Ｃ、及び抜止めリング本体５１（抜止め体１５）によ



(15) JP 2020-174773 A 2020.10.29

10

20

30

40

50

って、収納穴１２の穴中心線Ａの方向に抜止めされて、外筒本体１１内（収納穴１２内）
に回転自在に収納（配置）される。
【００６７】
　次に、シャワーヘッド連結ユニットＸを用いて、シャワーヘッドＹに液体管Ｚ（液体管
ユニット）を連結することについて、図１、図２、図４、及び図１６乃至図１８等を参照
して説明する。
　なお、図１６乃至図１８において、図１乃至図１５と同一符号は、同一部材、同一構成
であるので、その詳細な説明は省略する。
【００６８】
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、図５に示すように、シャワーヘッドＹ及び液体管Ｚ
の間に配置される。
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、外筒本体１１（外筒体１）の一方の外筒端１１Ａ、
及び第１内筒本体２１（第１内筒体２）の一方の第１内筒端２１Ａ（内筒端）を、シャワ
ーヘッドＹの一方のシャワー端６１Ａ（シャワー筒部６２）に向けて配置される。
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、外筒本体１１の他方の外筒端１１Ｂ、及び第２内筒
本体３７（第２内筒体３）の一方の第２内筒端３７Ａ（内筒端）を液体管Ｚの一方の管端
（一方の接続筒端７４Ａ）に向けて配置される。
【００６９】
　続いて、第１内筒本体２１（第１内筒体２）及び第２内筒本体３７（第２内筒体３）を
外筒本体１１（外筒体１）に対し回動（回転）して、図５に示すように、第１止め外穴１
３を第１内筒本体２１の第１止め内穴２３に位置決めし、及び第２止め外穴１４を第２内
筒本体３７の第２止め内穴３９に位置決めする。
　これにより、外筒本体１１及び第１内筒本体２１において、第１止め外穴１３は、図５
に示すように、第１止め内穴２３に連通される。
　外筒本体１１及び第２内筒本体３７において、第２止め外穴１４は、図５に示すように
、第２止め内穴３９に連通される。
【００７０】
　続いて、第１及び第２回動規制体Ｊ，Ｋにおいて、第１及び第２回動止め軸４，５を、
外筒本体１１、第１内筒本体２１及び第２内筒本体３７に装着する。
【００７１】
　第１回動規制体Ｊにおいて、第１回動止め軸４は、図５に示すように、止め軸４Ｂを外
筒本体１１（外筒体１）の外周（外周面）から第１止め外穴１３、及び第１止め内穴２３
に取外自在に挿入して、外筒本体１１及び第１内筒本体２１に装着される。第１回動止め
軸４は、止め軸４Ｂの挿入に伴って、頭部軸４Ａを外筒本体１１の外周（外周面）に当接
して配置される。
　これにより、第１回動規制体Ｊは、図５に示すように、第１止め外穴１３及び第１止め
内穴２３に挿入された第１回動止め軸４（止め軸４Ｂ）によって、第１内筒本体２１（第
１内筒体１）を外筒体１（外筒本体１１）に対し回動不能に固定する。第１内筒本体２１
は、外筒本体１１に対し回動しない。
【００７２】
　第２回動規制体Ｋにおいて、第２回動止め軸５は、図５に示すように、止め軸５Ｂを外
筒本体１１（外筒体１）の外周（外周面）から第２止め外穴１４、及び第２内筒本体３７
の第２止め内穴３９に取外自在に挿入して、外筒本体１１及び第２内筒本体３７に装着さ
れる。第２回動止め軸５は、止め軸５Ｂの挿入に伴って、頭部軸５Ａを外筒本体１１（外
筒体１）の外周（外周面）に当接して配置される。
　これにより、第２回動規制体Ｋは、図５に示すように、第２止め外穴１４及び第２止め
内穴３９に挿入された第２回動止め軸５（止め軸５Ｂ）によって、第２内筒本体３７（第
２内筒体３）を外筒体１（外筒本体１１）に対し回動不能に固定する。第２内筒本体３７
は、外筒本体１１に対して回動しない。
【００７３】
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　第１内筒本体２１（第１内筒体２）及び第２内筒本体３７（第２内筒体３）を外筒体１
に対して回動不能にすると、シャワーヘッドＹ、及び液体管Ｚをシャワーヘッド連結ユニ
ットＸに取付ける。
　このとき、シャワーヘッド連結ユニットＸを把持して、シャワーヘッドＹ及び液体管Ｚ
をシャワーヘッド連結ユニットＸに取付ける。
【００７４】
　シャワーヘッドＹは、図５及び図１６に示すように、一方のシャワー端６１Ａ（シャワ
ー筒部６２）から第１内筒本体２１（第１内筒体２）に装着される。
　シャワーヘッドＹは、シャワー筒部６２を、第１内筒体２（第１内筒本体２１）の一方
の第１内筒端２１Ａから大径穴３１（第１流通穴２２）に取外自在に螺入（螺着）して、
第１内筒体２（第１内筒本体２１）に取付けられる。
　シャワーヘッドＹにおいて、シャワー筒部６２は、図１６に示すように、シャワーネジ
部６５（雄ネジ部）を、第１流通穴２２（大径穴３１）のネジ部３４（雌ネジ部）に螺入
する。
　シャワーヘッドＹは、シャワー本体６１を第１内筒本体２１に対し一方向に回転（取付
ける方向に回転）することで、シャワー筒部６２（シャワーネジ部６５）を第１内筒本体
２１のネジ部３４（第１流通穴２２）に螺入して、第１内筒本体２１（第１内筒体２）に
螺着される。このとき、第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、外筒本体１１（外筒体１
）に対し回動不能であるので、シャワー筒部６２の螺入（螺着）に伴って、外筒本体１１
に対し回動しない。
　シャワー筒部６２の螺入（螺着）に伴って、シャワー本体６１は、図１６に示すように
、シールリング６６を第１流通穴２２の大径穴３１の内周（内周面）に液密に圧接し、及
び一方のシャワー端６１Ａを第１内筒本体２１（第１内筒体２）の一方の第１内筒端２１
Ａに押圧（圧接）して、第１内筒本体２１（第１内筒体２）に取付けられる。
　シャワーヘッドＹは、一方のシャワー端６１Ａを、外筒体１（外筒本体１１）の一方の
外筒端２１Ａの間に僅かな隙間δを隔てて第１内筒本体１１の一方の第１内筒端２１Ａに
押圧（圧接）して、第１内筒体２（第１内筒本体１１）に一体に取付けられる。
【００７５】
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、図１６に示すように、シャワー筒部６２の螺入
（螺着）に伴って、一方の第１内筒端２１Ａをシャワー本体６１の一方のシャワー端６１
Ａに押圧（圧接）して、シャワーヘッドＹに取付けられる。
　これにより、第１内筒本体２１（第１内筒体２）は、シャワーヘッドＹに一体に取付け
られ、第１内筒本体２１（第１内筒体２）及びシャワーヘッドＹは、一体に回動自在にさ
れる。
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）において、第１流通穴２２（大径穴３１のネジ部３
４）には、シャワーヘッドＹのシャワー筒部６２が、一方の第１内筒端２１Ａから取外自
在に螺着される。
【００７６】
　外筒本体１１（外筒体１）は、図１６に示すように、第１内筒本体２１の一方の第１内
筒端２１Ａの押圧に伴って、一方の外筒端１１Ａ及びシャワー本体６１の一方のシャワー
端６１Ａの間に僅かな隙間σを隔てて配置される。僅かな隙間σは、第１内筒本体２１（
第1内筒体２）の突出量δ（図１３参照）に相当し、例えば、０．５ｍｍ以下（σ＝０を
超え０．５ｍｍ以下）である。
　これにより、第１内筒本体２１（第１内筒体２）及びシャワーヘッドＹ（シャワー本体
６１）は、外筒本体１１（外筒体１）に接触することなく、外筒体１に対し回動自在とな
る。
【００７７】
　続いて、液体管Ｚは、図５及び図１７に示すように、一方の管端（接続筒体７４の一方
の接続筒端７４Ａ）から第２内筒本体３７（第２内筒体３）に装着される。
　液体管Ｚにおいて、接続筒体７４は、図１７に示すように、一方の接続筒端７４Ａ（一
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方の管端）から第２内筒本体３７の小径筒部４３に外嵌され、及びネジ部８４（雌ネジ部
）に第２内筒本体３７（小径筒部４３）のネジ部４７（雄ネジ部）を螺入する。
　液体管Ｘは、接続筒体７４を第２内筒本体３７に対し一方向に回転（取付ける方向に回
転）することで、第２内筒本体３７のネジ部４７を液体管Ｚ（接続筒体７４）のネジ部８
４に螺入して、第２内筒本体３７（第２内筒体３）に螺着される。
　液体管Ｚは、第２内筒体２の一方の第２筒端３７Ａ側の小径筒部４３が、一方の管端（
一方の接続管端７４Ａ）から液体管Ｚの接続筒体７４に取外自在に螺着される。
　これにより、第２内筒本体３７の一方の第２内筒端３７Ａ側（小径筒部４３）には、液
体管Ｚの一方の管端側（接続筒体７４）が、一方の第２内筒端３７Ａから取外自在に外嵌
、及び螺着される。このとき、第２内筒本体３７（第２内筒体３）は、外筒本体１１（外
筒体１）に対し回動不能であるから、液体管Ｚ（接続筒体７４）の螺入（螺着）に伴って
、外筒本体１１に対し回動しない。
【００７８】
　接続筒体７４は、図１７に示すように、螺入（螺着）に伴って、大径穴８５（接続穴８
１）の内周（内周面）を第２内筒本体３７のシールリング４０に液密に圧接する。
【００７９】
　第２内筒本体３７は、図１７に示すように、液体管Ｚ（接続筒体７４）の螺入（螺着）
に伴って、一方の第２内筒端３７Ａによって接続筒体７４内のシールパッキン７５弾性変
形して、ニップル７２の円環板部７７に液密に押圧（圧接）される。
　これにより、第２内筒体３（第２内筒本体３７）は、液体管Ｚ（接続筒体７４）の螺入
（螺着）に伴って、一方の第２内筒端３７Ａを液体管Ｚ（ニップル７２）に押圧して、液
体管Ｚに一体に取付けられる。第２内筒本体３７及び液体管Ｚは、一体に回動自在にされ
る。
　液体管Ｚは、一方の管端（一方の接続筒端７４Ａ）及び外筒体１（外筒本体１１）の他
方の外筒端１１Ｂの間に僅かな隙間δを隔てて、第２内筒体２（第２内筒本体３７）の一
方の第２内筒端３７Ａにシールパッキン７５を介して押圧（圧接）して、第２内筒体３（
第２内筒本体３７）に一体に取付けられる。
【００８０】
　外筒本体１１（外筒体１）は、図１７に示すように、第２内筒本体３７（第２内筒体３
）の一方の第２内筒端３７Ａの押圧（圧接）に伴って、他方の外筒端１１Ｂ及び液体管Ｚ
の一方の管端（接続筒体７４の一方の接続筒端７４Ａ）の間に僅かな隙間εを隔てて配置
される。僅かな隙間εは、例えば、ε＝１．０ｍｍ以下（ε＝０を超えて１．０ｍｍ以下
）である。
　これにより、第２内筒本体３７（第２内筒体３）及び液体管Ｚは、外筒本体１１（外筒
体１）に接触することこなく、外筒体１に対し回動自在となる。
【００８１】
　このように、シャワーヘッド連結ユニットＸは、図２及び図１７に示すように、シャワ
ーヘッドＹを第１内筒本体２１（第１内筒体２）に一体に取付け、及び液体管Ｚを第２内
筒本体３７に一体に取付けることで、シャワーヘッドＹに液体管Ｚを連結する。
　シャワーヘッドＹにおいて、シャワー流通穴６４は、図１７に示すように、第１内筒本
体２１（第１内筒体２）の第１流通穴２２（小径穴３２）、第２内筒本体３７（第２内筒
体３）の第２流通穴３８を通して、液体管Ｚに連通される。液体管Ｚにおいて、シャワー
ホース７１は、図１７に示すように、ニップル７２内、第２内筒本体３７の第２流通穴３
８、及び第１内筒本体２１の第１流通穴２２（小径穴３２）を通して、シャワーヘッドＹ
（シャワー本体６１）のシャワー流通穴６４に連通される。
　なお、液体管Ｚは、他方の管端側を液体供給源（図示しない）に連結して設置される。
液体供給源は、水、湯を供給する。
【００８２】
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、図１、図１７及び図１８に示すように、シャワーヘ
ッドＹに液体管Ｚを連結すると、第１及び第２回動規制体Ｋ，Ｊの第１回動止め軸４及び
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第２回動止め軸５を外筒体１、第１内筒体２及び第２内筒体３から取外す。
　第１回動規制体Ｋにおいて、第１回動止め軸４は、第１内筒本体２１の第１止め内穴２
３、及び外筒本体１１の第１止め外穴１３から引抜かれる。
　これにより、第１回動規制体Ｊは、図１及び図１８に示すように、第１内筒本体２１（
第１内筒体２）及びシャワーヘッドＹを外筒本体１１（外筒体１）に対し回転自在にする
。
　第１内筒本体２１（第１内筒体２）及びシャワーベッドＹは、図１及び図１８に示すよ
うに、外筒本体１１（外筒体１）に対し回動自在にされる。このとき、シャワーヘッドＹ
は、第１内筒体２と一体に回動され、第１内筒体２は、シャワーヘッドＹと一体に回動さ
れる。
【００８３】
　シャワーヘッドＹ及び第１内筒体２は、第１内筒本体２１の中径筒部２５を外筒本体１
１の各円孤突起１６に摺接し、及び第１内筒本体２１の大径筒部２６を外筒本体１１の大
径穴１２Ｂ（収納穴１２）の内周（内周面）に摺接して、外筒体１に対し回動される。
　シャワーヘッドＹ及び第１内筒体２は、第１内筒本体２１のシールリング２４を第２内
筒本体３７の大径穴４８（第２流通穴３８に摺接して、第２内筒体３に対し回動される。
【００８４】
　第２回動規制体Ｊにおいて、第２回動止め軸５は、第２内筒本体３７の第２止め内穴３
９、及び外筒本体１１の第２止め外穴１４から引抜かれる。
　これにより、第２回動規制体Ｋは、図１８に示すように、第２内筒本体３７（第２内筒
体３）及び液体管Ｚを外筒本体１１（外筒体１）及び第１内筒本体２１（第１内筒体２）
に対し回動自在にする。
　第２内筒本体３７（第２内筒体３）及び液体管Ｚは、図１８に示すように、外筒本体１
１（外筒体１）に対し回動自在にされ、及び第１内筒本体２１及びシャワーヘッドＹに対
し回動自在にされる。このとき、液体管Ｚは、第２内筒体３と一体に回動され、第２内筒
体３は、液体管Ｚと一体に回動される。
　また、第１内筒体２（第１内筒本体２１）及びシャワーヘッドＹは、一体として、外筒
体１及び第２内筒体３に対し回動自在にされる。第２内筒体３及び液体管Ｚは、一体とし
て、外筒体１及び第１内筒体２に対し回動自在にされる。
【００８５】
　液体管Ｚ及び第２内筒体３は、図１８に示すように、第２内筒本体３７の大径筒部４１
を外筒本体１１の大径穴１２Ｂ（収納穴１２）に摺接して、外筒体１に対し回動される。
　液体管Ｚ及び第２内筒体３は、図１８に示すように、第２内筒本体３７の大径穴４８（
第２流通穴３８）の内周（内周面）を第１内筒本体２１のシールリング２４に摺接して、
第１内筒体２に対し回動される。
【００８６】
　シャワーヘッドＹは、外筒体１（外筒本体１１）を、例えば、浴室の壁面に回転不能に
配置することで、第１内筒本体２１（第１内筒体２）と一体に回動でき、任意の位置に変
更できる。
【００８７】
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、図１及び図１８に示すように、シャワーヘッドＹに
液体管Ｚを連結して、第１及び第２回動規制体Ｊ，Ｋの第１及び第２回動止め軸４，５を
引抜くと、シャワーヘッドＹ、及び液体管Ｚの取外しを不能とする。
【００８８】
　外筒体１（外筒本体１１）を把持（固定）して、シャワーヘッドＹを取外す方向に回転
（他方向に回転）すると、シャワーヘッドＹは、図１８に示すように、外筒体１及び第２
内筒体３に対し、第１内筒体２（第１内筒本体２１）と一体に回転する。
　これにより、シャワーヘッドＹは、第１内筒体２（第１内筒本体２１）に対し、取外す
方向に回転（他方向に回転）できず、第１内筒体２（シャワーヘッド連結ユニットＸ）か
ら取外せない。
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【００８９】
　液体管Ｚ（第２内筒体３）を把持（固定）して、シャワーヘッドＹを取外す方向に回転
（他方向に回転）すると、シャワーヘッドＹは、図１８に示すように、第２内筒体３（液
体管Ｚ）に対し、外筒体１（外筒本体１１）及び第１内筒体２（第１内筒本体２１）と一
体に回転に回転する。
　これにより、シャワーヘッドＹは、第１内筒体２（第１内筒本体２１）に対し、取外す
方向に回転（他方向に回転）できず、第１内筒体２（シャワーヘッド連結ユニットＸ）か
ら取外せない。
【００９０】
　外筒体１（外筒本体１１）を把持（固定）して、液体管Ｚを取外す方向に回転（他方向
に回転）すると、液体管Ｚは、図１８に示すように、外筒体１及び第１内筒体２に対し、
第２内筒体３（第２内筒本体３７）と一体に回転する。
　これにより、液体管Ｚは、第２内筒体３（第２内筒本体３７）に対し、取外す方向に回
転（他方向に回転）できず、第２内筒体３（シャワーヘッド連結ユニットＸ）から取外せ
ない。
【００９１】
　シャワーヘッドＹを把持（固定）して、液体管Ｚを取外す方向に回転（他方向に回転）
すると、液体管Ｚは、図１８に示すように、外筒体１及び第１内筒体２に対し、第２内筒
体３と一体に回転する。
　これにより、液体管Ｚは、第２内筒体３（第２内筒本体３７）に対し、取外す方向に回
転（他方向に回転）できず、第２内筒体３（シャワーヘッド連結ユニットＸ）から取外せ
ない。
【００９２】
　シャワーヘッド連結ユニットＸは、図１及び図１８に示すように、シャワーヘッドＸに
液体管Ｚを連結すると、シャワーヘッドＹ（シャワー本体６１）の一方のシャワー端６１
Ａ及び外筒体１（外筒本体１１）の一方の外筒端１１Ａの間に僅かな隙間δを隔て、液体
管Ｚの一方の管端（接続筒端７４Ａ）及び外筒体１（外筒本体１１）の他方の外筒端１１
Ｂの間に僅かな隙間を隔てて、外筒体１（外筒本体１１）を配置する。
　僅かな隙間σ、εに人の指や、工具を挿入できず、第１内筒体２（第１内筒本体２１）
及び第２内筒体３（第２内筒本体３７）を把持して固定でない。
　これにより、シャワーヘッドＹを第１内筒体２（第１内筒本体２１）に対し取外す方向
に回転（他方向に回転）できず、液体管Ｚを第２内筒体３（第２内筒本体３７）に対し取
外し方向に回転（他方向に回転）できず、シャワーヘッドＹ及び液体管Ｚは、第１及び第
２内筒体２，３（シャワーヘッド連結ユニットＸ）から取外せない。
　このように、シャワーヘッド連結ユニットＸは、シャワーヘッドＹ及び液体管Ｚを取外
し不能にすることで、シャワーヘッドＹの盗難を防止できる。
【００９３】
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、図２及び図１７に示すように、第１回動規制
体Ｊの第１回動止め軸４を第１止め外穴１３及び第１止め内穴２３に挿入して、外筒体１
（外筒本体１１）及び第１内筒体２（第１内筒本体２１）に装着する。
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、図２及び図１７に示すように、第２回動規制
体Ｋの第２回動止め軸５を第２止め外穴１４及び第２止め内穴３９に挿入して、外筒体１
（外筒本体１１）及び第２内筒体３（第２内筒本体３７）に装着する。
　これにより、第１及び第２回動規制体Ｊ，Ｋは、第１及び第２内筒本体２１，３７（第
１及び第２内筒体２，３）を外筒本体１１（外筒体１）に対し回転不能に固定する。
　第１内筒体２（第１内筒本体２１）は、図１７に示すように、外筒体１（外筒本体１１
）に対し回動不能にされる。
　第２内筒体３（第２内筒本体３７）は、図１７に示すように、外筒体１（外筒本体１１
）に対し回動不能にされる。
【００９４】



(20) JP 2020-174773 A 2020.10.29

10

20

30

40

50

　第１回動規制体Ｊの第１回動止め軸４を外筒体１及び第１内筒体２に装着した後、外筒
体１（外筒本体１１）を把持（固定）して、シャワーヘッドＹを取外す方向に回転（他方
に回転）すると、シャワーヘッドＹは、第１内筒体２（第１内筒本体２１）に対し回転す
る。
　これにより、シャワーヘッドＹを、第１内筒体２（第１内筒本体２１）から取外せる。
【００９５】
　第２回動規制体Ｋの第２回動止め軸５を外筒体１及び第２内筒体３に装着した後、外筒
体１（外筒本体１１）を把持（固定）して、液体管Ｚを取外す方向に回転（他方向に回転
）すると、液体管Ｚは、第２内筒体３（第２内筒本体３７）に対し回転する。
　これにより、液体管Ｚを、第２内筒体３（第２内筒本体３７）から取外せる。
【００９６】
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、第１回動規制体Ｊは、第１回動止め軸４、第
１止め外穴１３及び第１止め内穴２３で構成することに限定されない。例えば、図１８に
おいて、外筒本体１１の一方の外筒端２１Ａから、楔板（クリップ）を外筒本体１１（外
筒体１）の収納穴１２の内周（内周面）及び第１内筒本体２１（第１内筒体２）の中径筒
部２５の外周（外周面）の間の隙間に取外自在に圧入して、第１内筒本体２１（第１内筒
体２）を外筒本体１１（外筒体１）に対して回転不能に固定しても良い。
【００９７】
　シャワーヘッド連結ユニットＸにおいて、第２回動規制体Ｋは、第２回動止め軸５、第
２止め外穴１４及び第２外止め穴３９で構成することに限定されない。例えば、図１８に
において、外筒本体１１の他方の外筒端１１Ｂから、楔板（クリップ）を抜止めリング本
体５１の抜止め穴５２の内周（内周面）及び第２内筒本体３７の中径筒部４２の外周（外
周面）の間の隙間に取外自在に圧入して、第２内筒本体３７（第２内筒体３）を外筒本体
１１（外筒体１）に対し回転不能に固定しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００９８】
　本発明は、シャワーヘッドに液体管を連結するのに最適である。
【符号の説明】
【００９９】
Ｘ　シャワーベッド連結ユニット（シャワーヘッド連結具）
Ｙ　シャワーヘッド
Ｚ　液体管
Ｊ　第１回動規制体（第１回動規制手段）
Ｋ　第２回動規制体（第２回動規制手段）
１　外筒体
２　第１内筒体
３　第２内筒体
４　第１回動止め軸
５　第２回動止め軸
１１　外筒本体
１１Ａ　一方の外筒端
１１Ｂ　他方の外筒端
１２　収納穴
１３　第１止め外穴
１４　第２止め外穴
１５　抜止め体
２１　第１内筒本体
２１Ａ　一方の第１内筒端（内筒端）
２１Ｂ　他方の第１内筒端（内筒端）
２２　第１流通穴
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２３　第１止め内穴
３７　第２内筒本体
３７Ａ　一方の第２内筒端（内筒端）
３７Ｂ　他方の第２内筒端（内筒端）
３８　第２流通穴
３９　第２止め内穴
６１　シャワー本体
６１Ａ　一方のシャワー端
６１Ｂ　他方のシャワー端
６２　シャワー筒部
６２Ａ　筒端（シャワー筒部）
６３　散水ノズル
６４　シャワー流通穴

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月18日(2020.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から縮径されるシャワー筒部、前
記シャワー本体の他方のシャワー端に配置される散水ノズル及び前記シャワー本体に形成
され、前記散水ノズルに連通し前記シャワー筒部の筒端に開口されるシャワー流通穴を有
するシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユニットであって、
　各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、
　各第１内筒端に開口される第１流通穴を有し、一方の前記第１内筒端を前記外筒体の一
方の前記外筒端から突出して、一方の外筒端側の前記収納穴に収納される第１内筒体と、
　各第２内筒端に開口される第２流通穴を有し、一方の前記第２内筒端を前記外筒体の他
方の前記外筒端から突出して、他方の外筒端側の前記収納穴に収納される第２内筒体と、
　第１回動規制体と、
　第２回動規制体と、
　を備え、
　前記第１内筒体の前記第１流通穴には、
　前記シャワー筒部が、一方の前記第１内筒端から取外自在に螺着され、
　前記第２内筒体の一方の第２内筒端側には、
　前記液体管の一方の管端側が、一方の前記第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺着され
、
　前記第１内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、前記外筒体及び前記第２内筒体に対し回
動自在に前記収納穴に収納され、
　前記シャワー筒部の螺着に伴って、一方の前記第１内筒端を前記シャワー本体の一方の
前記シャワー端に押圧して、前記シャワーヘッドに一体に取付けられ、
　前記第２内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収
納穴に収納され、
　前記第２流通穴を前記第１流通穴に連通し、及び前記第１内筒体に対し回動自在に配置
され、
　前記液体管の螺着に伴って、一方の前記第２内筒端を前記液体管に押圧して、前記液体
管に一体に取付けられ、
　前記外筒体は、
　一方の前記第１内筒端の押圧に伴って、一方の前記外筒端及び一方の前記シャワー端の
間に隙間を隔てて配置され、
　一方の前記第２内筒端の押圧に伴って、他方の前記外筒端及び前記液体管の一方の管端
の間に隙間を隔てて配置され、
　前記第１回動規制体は、
　前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第１内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にし、
　前記第２回動規制体は、
　前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第２内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にする
　ことを特徴とするシャワーヘッド連結ユニット。
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【請求項２】
　シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から突出するシャワー筒部を有す
るシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユニットであって、
　各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、
　一方の外筒端側の前記収納穴に収納される第１内筒体と、
　一方の第２内筒端を前記外筒体の他方の前記外筒端から突出して、他方の外筒端側の前
記収納穴に収納される第２内筒体と、
　第１回動規制体と、
　第２回動規制体と、
　を備え、
　前記第１内筒体内には、
　前記シャワー筒部が、前記第１内筒体の一方の第１内筒端から取外自在に螺着され、
　前記第２内筒体の一方の第２内筒端側には、
　前記液体管の一方の管端側が、一方の前記第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺着され
、
　前記第１内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、前記外筒体及び前記第２内筒体に対し回
動自在に前記収納穴に収納され、
　前記第２内筒体は、
　前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収
納穴に収納され、
　前記第１内筒体に対し回動自在に配置され、
　前記第１回動規制体は、
　前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第１内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にし、
　前記第２回動規制体は、
　前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第２内筒体を前記外筒
体に対し回動自在にする
　ことを特徴とするシャワーヘッド連結ユニット。
【請求項３】
　前記第１回動規制体は、
　前記外筒体を貫通し、前記外筒体の外周及び前記収納穴に開口される第１止め外穴と、
　前記１止め外穴に連通自在な位置において、前記第１内筒体に形成され、前記収納穴に
開口される第１止め内穴と、
　前記外筒体の外周から、前記第１止め外穴及び前記第１止め内穴に取外自在に挿入され
る第１回動止め軸と、を有し、
　前記第１止め外穴及び前記第１止め内穴に挿入した前記第１回動止め軸によって、前記
第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のシャワーヘッド連結ユニット。
【請求項４】
　前記第２回動規制体は、
　前記外筒体を貫通し、前記外筒体の外周及び前記収納穴に開口される第２止め外穴と、
　前記第２止め外穴と連通自在な位置において、前記第２内筒体に形成され、前記収納穴
に開口される第２止め内穴と、
　前記外筒体の外周から、前記第２止め外穴及び前記第２止め内穴に取外自在に挿入され
る前記第２回動止め軸と、を有し、
　前記第２止め外穴及び前記第２止め内穴に挿入した前記第２回動止め軸によって、前記
第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定する
　ことを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載のシャワーヘッド連結ユニット。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る請求項１は、シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から縮
径されるシャワー筒部、前記シャワー本体の他方のシャワー端に配置される散水ノズル及
び前記シャワー本体に形成され、前記散水ノズルに連通し前記シャワー筒部の筒端に開口
されるシャワー流通穴を有するシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結
ユニットであって、各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、各第１内筒端に開口
される第１流通穴を有し、一方の前記第１内筒端を前記外筒体の一方の前記外筒端から突
出して、一方の外筒端側の前記収納穴に収納される第１内筒体と、各第２内筒端に開口さ
れる第２流通穴を有し、一方の前記第２内筒端を前記外筒体の他方の前記外筒端から突出
して、他方の外筒端側の前記収納穴に収納される第２内筒体と、第１回動規制体と、第２
回動規制体と、を備え、前記第１内筒体の前記第１流通穴には、前記シャワー筒部が、一
方の前記第１内筒端から取外自在に螺着され、前記第２内筒体の一方の第２内筒端側には
、前記液体管の一方の管端側が、一方の前記第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺着され
、前記第１内筒体は、前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、前記外筒体及び前記
第２内筒体に対し回動自在に前記収納穴に収納され、前記シャワー筒部の螺着に伴って、
一方の前記第１内筒端を前記シャワー本体の一方の前記シャワー端に押圧して、前記シャ
ワーヘッドに一体に取付けられ、前記第２内筒体は、前記収納穴の穴中心線の方向に抜け
止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収納穴に収納され、前記第２流通穴を前
記第１流通穴に連通し、及び前記第１内筒体に対し回動自在に配置され、前記液体管の螺
着に伴って、一方の前記第２内筒端を前記液体管に押圧して、前記液体管に一体に取付け
られ、前記外筒体は、一方の前記第１内筒端の押圧に伴って、一方の前記外筒端及び一方
の前記シャワー端の間に隙間を隔てて配置され、一方の前記第２内筒端の押圧に伴って、
他方の前記外筒端及び前記液体管の一方の管端の間に隙間を隔てて配置され、前記第１回
動規制体は、前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第１内筒体
を前記外筒体に対し回動自在にし、前記第２回動規制体は、前記第２内筒体を前記外筒体
に対し回動不能に固定し、又は前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動自在にすることを
特徴とするシャワーヘッド連結ユニットである。
　請求項１では、前記シャワーヘッドは、前記シャワー筒部を、一方の第１内筒端から前
記第１流通穴に取外自在に螺着し、及び前記一方のシャワー端を、前記外筒体の一方の外
筒端に僅かな隙間を隔てて前記第１内筒体の一方の第１内筒端に押圧（圧接）して、第１
内筒体に一体に取付けられ、前記液体管は、前記第２内筒体の一方の第２筒端側が一方の
管端から前記液体管内に取外自在に螺着され、一方の管端及び前記外筒体の他方の外筒端
の間に僅かな隙間を隔てて前記第２内筒体の一方の第２内筒端に押圧（圧接）し、前記第
２内筒体に一体に取付けられる構成も採用できる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る請求項２は、シャワー本体、前記シャワー本体の一方のシャワー端から突
出するシャワー筒部を有するシャワーヘッドに、液体管を連結するシャワーヘッド連結ユ
ニットであって、各外筒端に開口される収納穴を有する外筒体と、　一方の外筒端側の前
記収納穴に収納される第１内筒体と、一方の第２内筒端を前記外筒体の他方の前記外筒端
から突出して、他方の外筒端側の前記収納穴に収納される第２内筒体と、第１回動規制体
と、第２回動規制体と、を備え、前記第１内筒体内には、前記シャワー筒部が、前記第１
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内筒体の一方の第１内筒端から取外自在に螺着され、前記第２内筒体の他方の第２内筒端
側には、前記液体管の一方の管端側が、一方の前記第２内筒端から取外自在に外嵌及び螺
着され、前記第１内筒体は、前記収納穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、前記外筒体及
び前記第２内筒体に対し回動自在に前記収納穴に収納され、前記第２内筒体は、前記収納
穴の穴中心線の方向に抜け止めされ、及び前記外筒体に対し回動自在に前記収納穴に収納
され、前記第１内筒体に対し回動自在に配置され、前記第１回動規制体は、前記第１内筒
体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、又は前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動自
在にし、前記第２回動規制体は、前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定し、
又は前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動自在にすることを特徴とするシャワーヘッド
連結ユニットである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る請求項３は、前記第１回動規制体は、前記外筒体を貫通し、前記外筒体の
外周及び前記収納穴に開口される第１止め外穴と、前記１止め外穴に連通自在な位置にお
いて、前記第１内筒体に形成され、前記収納穴に開口される第１止め内穴と、前記外筒体
の外周から、前記第１止め外穴及び前記第１止め内穴に取外自在に挿入される第１回動止
め軸と、を有し、前記第１止め外穴及び前記第１止め内穴に挿入した前記第１回動止め軸
によって、前記第１内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定することを特徴とする請求
項１又は２に記載のシャワーヘッド連結ユニットである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る請求項４は、前記第２回動規制体は、前記外筒体を貫通し、前記外筒体の
外周及び前記収納穴に開口される第２止め外穴と、前記第２止め外穴と連通自在な位置に
おいて、前記第２内筒体に形成され、前記収納穴に開口される第２止め内穴と、前記外筒
体の外周から、前記第２止め外穴及び前記第２止め内穴に取外自在に挿入される前記第２
回動止め軸と、を有し、前記第２止め外穴及び前記第２止め内穴に挿入した前記第２回動
止め軸によって、前記第２内筒体を前記外筒体に対し回動不能に固定することを特徴とす
る請求項１乃至３の何れかに記載のシャワーヘッド連結ユニットである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る請求項１によれば、第１回動規制体によって第１内筒体を外筒体に対し回
動不能に固定できる。
　これにより、外筒体を把持（固定）して、シャワーヘッドを取外す方向に回転（他方に
回転）すると、シャワーヘッドは、第１内筒体に対し回転して、第１内筒体から取外せる
。また、シャワーヘッドを取付ける方向に回転（一方向に回転）することで、第１内筒体
と一体に取付けることができる。
　請求項１では、第２回動規制体によって第２内筒体を外筒体に対し回動不能に固定でき
る。
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　これにより、外筒体を把持（固定）して、液体管を取外す方向に回転（他方向に回転）
すると、液体管は、第２内筒体に対し回転して、第２内筒体から取外せる。また、液体管
を取付ける方向に回転（一方向の回転）することで、第２内筒体と一体に取付けることが
できる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　第１回動止め軸４は、図１、図２、図３及び図５に示すように、外筒体１（外筒本体１
１）の外周（外周面）から、第１止め外穴１３（外筒体１）、及び第１止め内穴２３（第
１内筒体２）に取外自在に挿入される。
　第１回動止め軸４は、頭部軸４Ａ（第１頭部軸）、及び止め軸４Ｂ（第１止め軸）を有
する。止め軸４Ｂは、頭部軸４Ａの一方の軸端に連続して一体に形成される。止め軸４Ｂ
は、頭軸部４Ａから縮径して、第１回動止め軸４の軸中心線の方向に突出（延在）される
。
　第１回動止め軸４は、例えば、合成樹脂で形成される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　第２内筒本体３７は、図１７に示すように、液体管Ｚ（接続筒体７４）の螺入（螺着）
に伴って、一方の第２内筒端３７Ａによって接続筒体７４内のシールパッキン７５が弾性
変形して、ニップル７２の円環板部７７に液密に押圧（圧接）される。
　これにより、第２内筒体３（第２内筒本体３７）は、液体管Ｚ（接続筒体７４）の螺入
（螺着）に伴って、一方の第２内筒端３７Ａを液体管Ｚ（ニップル７２）に押圧して、液
体管Ｚに一体に取付けられる。第２内筒本体３７及び液体管Ｚは、一体に回動自在にされ
る。
　液体管Ｚは、一方の管端（一方の接続筒端７４Ａ）及び外筒体１（外筒本体１１）の他
方の外筒端１１Ｂの間に僅かな隙間εを隔てて、第２内筒体３（第２内筒本体３７）の一
方の第２内筒端３７Ａにシールパッキン７５を介して押圧（圧接）して、第２内筒体３（
第２内筒本体３７）に一体に取付けられる。
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